
地

球

節

十
入
港

(
∴】

る
せ
い
と
信
ず
る
0
中
村
教
授
及
び
黒
田
氏
は
南
部
町
(七)

堺
の
介
暦
を
潰
名
潮
岬
の
洪
積
層
に
封
此
さ
れ
､
大

塚

氏
は
先
志
摩
暦
を
園
部
町
堺
'
安
久
川
の
洪
積
層
と
北
ハ

ほ
氏
の
札
の
中
に
包
含
さ
れ
ね
｡

筆
者
は
苗
に
雌
先
志
摩
暦
の
中
に
良
好
を
化
石
が
産

出
す
る
(
恐
ら
-
多
数
出
る
ベ
q
J)
rJ
J
J
を
報
脅
し
'
且

っ
牌
媒
介
化
石
に
ょ
っ
て
他
地
方
の
地
敵
と
封
比
さ
れ

る
日
が
凍
る
べ
き
こ
と
を
橡
想
す
る
に
止
め
る
｡

潮
筆
は
潜
み
化
石
鑑
定
の
券
を
と
ら
れ
た
黒
托~
穂
米

氏
'
安
久
川
の
介
化
石
は
就
て
指
示
さ
れ
た
竹
山
俊
雄

氏
に
謝
意
を
衷
す
る
.

節

1
娩

宍

三
八

引

用

文

願

へ
こ
小
川
塚

清
(
1)
九
〇
五
)
'
鳥
羽
脚
桁
地
球
説
明
せ

明
治
三
十
八

叫
(
ニ
)中
村
新
太
郎
'
怨

m徳
米
(
一
九
二
田
)
'
紀
伊
目
端
却
南
部
町
堺

の
眺
稗
統
'
地
球
節

.i笹
､
大
正
せ

こ
舛

(
≡
)
中
村
新
太
郎
(
一
九
二
五
)
'
三
滝
嚇
化
石
詐
地
表
､
地
球
筋
三
谷

大
正
十
四
年

(
四
)
大
塚
弼
之
助
二

九
二
八
)
'
志
摩
磯
部
附
妃
の
向
然
地
球
拳
的
地

史
の
一
部
の
研
究
へ
地
杜
拳
評
論
節
四
谷
'
昭
和
三
坤

(

滋

)
竹
山
俊
郷
二

九
二
九
)'
紀
仰
安
久
川
の
眺
枇
枕
､
地
球
節
十

l

谷
､
昭
利
四
年

(
六
)
飯
塚
保
五
郎
(
.J
九
二
允
)､
息
羽
脚
幅
地
饗
離
別
番
､
昭
和
四
咋

(
七
)
大
複
軸
之
助
(
一
九
三

一
)
､
節
明
紀
､
山方
泣
訴
蝕
､
昭
利
大
伴

桧
川
扇
状
地
に
於
け
る
地
下
水
と
文
他
景
観
(
二
)

安

田

初

.

雄

五
､
地

下

水

温

A
測
定
方
怯

重
点
車
間
Ⅳ
t

C
700
日
盛
は

一
度
毎
､
の
水
銀
棒

状
塞
唆
計
を
金
属
製

容器
に
入
れ
て
使
用
し
た
｡
初
終



同

1

器

を

使

用

し

た

｡

号

つ

検
定
す
べ
き
井
戸
水
は
是

を

汲

み

上

げ

て

､

そ

の

中

に

塞
暖
計
を
入
れ
ね
｡
次
に

ノ

ー

ト

に

場

所

や

深

度

そ

の
他
を
託
し
た
の
で
､
塞
暖

計

を

水

に

以

た

し

て

置

い

ね
時
間
は

一
分
間
と
を
つ
ね

ソ ..

賓
瀞
に
依
る
と

三
十
秒
で
よ
5,

や
う
で
あ
る
0

(
泉
の
場
合

に

は
直

接

塞

暖

計

を

S

ね

し

た

｡
)

汲

み

上

げ

で

も

水

は

苫

う

急

に

強

度

が

慶

ら

偶

の

で

誤

差

は

少

い
)
｡
塞

暖

計

を

蔑

む

ほ

は

､

引

上

げ

て

か

ら

十

秒

以

内

に

や

っ
た

十

秒

以

上

に

在

る

と

水

泡

を

着

き
凍

く

在

る

0枚
川
扇
状
地
に
於
け
る
地
下
水
と
文
化
澱
灘

cQ
盤

甜

此
の
材
料
を
作
園
し
て
現
は
.し
た
の
が
望

ハ
同
で
あ

る
0昔

時
の
気
温
は
日
中
は
C
二
十
度
内
外
で
あ
っ
カ
が

蘭
島
測
候
所
の
観
測
を
念
の
た
め
に
附
託
L
や
う
.

親

汲
(平
均

)

瀬

高

叔

僻

四
月
三

〇
日

五
月

一

日

五
月

二

日

五
月

三

日

五
月

四

日

五
月

五

日

五
月

六

日

五
月

七

日

五
月

八

日

五
月

九

日

五
月

一
〇
日

五
月

1

1
日

五
月

一
二
日

五
月

三

一
日

五
月

一
四
日

一
二
･四
庇

一〇･
六

九
･
八

一
1
･
九

一
五
･
ニ

ー
七
･
三

1
九
･
四

一
九
･
三

一
二T
l二

七
･
七

二

･
七

一
四
･
三

九
･
九

一
九
･
四
度

八
･
二
度

1
七
･
二

六
･
二

1
五
･
〇

四
･
九

二
二∵

三

〇
･
二

二
四
･
八

四
･
九

二
九
･
五

五
･
五

三

丁

六

六
･
三

三
〇
.
〇

七
･
八

二
〇
･
八

六
･
二

一
〇
･
五

四
･
三

1
八
･
二

七
･
三

二
〇
･
四

八
･
八

】
二
･
〇

八
･
〇

1
二
･
四

1
八
･
五

八
･
〇

1
二
･
〇

二
1
･
〇

三
･
八

此

の
間

に

於
け

る

地

下
水
池

の

壁
化
は
給

ず
る
に
足

.克

三
九



地

球

解
十
八
食

ら
を
か
っ
た
｡
浅

い
も
の
で
あ
る
と
日
中
壁
化
も
あ
ら

は
れ
た
櫨
で
あ
る
が
､
そ
れ
等
は
線
て
後
日
は
記
貰
う
｡

第
六
閲
に
よ
る
と
､
南
扇
は
於
け
る
下
属
地
昔
は
頗

-

一
〇
度
に
な
っ
て
ゐ
る
が
北
扇
の
下
属
地
昔
で
は

l

三
度

に
も
在
っ
て
ゐ
る
O
か
と
恩
ふ
と

一
〇
度
以
下
の

朗
も
あ
る
.
中
央
に
は
拾

い
部
分
が
あ
る
｡
高
亀
な
の

は
､
固
相
朋
と
北
崩
の
中
央
で
あ
る
O
南
扇
に
於
で
は

二
部
に
分
れ
て
ゐ
る
が
第

一
問
は
記
し
た
用
水
堀
の
あ

る
部
分
が
低
塩
に
な
っ
て
爾
介
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
､
或

以
は
用
水
堀
の
水
温
と
鋼
係
が
あ
る
の
で
は
を

い
か
と

恩
は
れ
る
｡

五
月
七
日
は
は
松
川
の
水
温
は
十
四
度
で
あ
る
が
､

(
測
定
地
期
は
地
下
水
温

一
〇
度
線
が
松
川
を
横
切
る

あ
た
-
)
を
の
影
響
ら
し
い
79
の
は
現
は
れ
て
ゐ
夜

い

洗
皮
と
水
弧
の
闘
係
も
明
瞭
で
は
覆

い
.
隣
っ
て
前

記
の
地
下
水
流
動
系
統
も
此
の
水
温
の
配
置
は
簡
単
に

簡
明
出
来
な

い
｡

地
下
狙
度
の
年
中
担
化
や
'
地
下
水
流
動
速
度
そ
の

他
異
状
巡
環
水
等
ほ
よ
っ
て
説
明
n
れ
る
か
も
知
れ
な

鰐

1
班

E

O

い
が
､
今
の
分
で
は

訟
明
に
充
分
を
資
料

が
老

い
｡
か
く
L
LtJ

地
下
水
流
動
系
統
も

地
下
水
温
度
の
分
布

も
､
地
下
水
の
化
撃

的
研
究
に
保
つ
所
が

大
在
の
で
あ
る
｡
(
以

上
約

一
第
二
駄
表
参

盟

)附
託
'
第
三
耽
表

は
掘
抜
井
戸
の
材
料

で
あ
る
が
温
度
は
可

成
高

い
､
水
盤
が
興

る
と
こ
ろ
か
ら
水
が

出
て
温
各
し
て
出
る

か
ら
捉
さ
と
水
温
と

の
醜
数
は
も
と
め
ら

れ
な

い
｡

第 - 貌 衷 (松川河身蹄部のもの)



松
川
扇
状
地
に
於
け
る
地
下
水
と
文
化
費
淑

〟 石 橋 締 水

〝大 つ ぼ

ユ; 蹴 締 水 Ⅰ

同 ⅠⅠ

rll II

同 ⅠⅠⅠ

八 抱 m西 北 工

同 ⅠⅠ

前 岩三揚 水 部 Ⅰ

同 ⅠⅠ

駒 登 場 Ⅰ

同 ⅠⅠ

急 場 悔 津

野 Iq
登 場 衝 藤

lrll ｣._ lJL1-

// 佐 J4･*

// 光 広‡四 部

'' 同 火 1%'

欠 細 工 南 部

空 場 四 搾 Fll

同 上 大 原

艇 JJi 北 rLIJ

鮭Jjkか ら在匪坂-
曲ず るり11角

長 沼 北 部



姉
十
八
巻

姉

一
抑

E
J
1



第 二 淡 表

布き班 場 所 地下水経度 弛1;フJt地下水紐 皮 仰 考高良≡ tm7it高J変

1 316.. 紘 い185 ー110.5 Tn84.5 10.68 井戸

2 ノ鮫 川 橋 北 86 2.2 82.8 9.1 〟演

3 成 柑 段 lI 91 091 -

4 メ ツ j 結 水 80 1 79 13.8

5 大 和 田 (笹 谷) 82 0.9 81ユ 13.2 =JT:戸 白濁

6 同 ｣二 四 82 1.9 80.1 9.8 // 少 し1封純

7 納 抱 119 6 114 0.7 //

8 宋 古 犀 ユ30 6.9 123.1 10 〟

9 節 . ■Ⅰ 138 1 137 - 〝 上水である

10 原 ⅠⅠ 137 7.8 129.2 10.1 井戸

ll 薮 屋 放 Ⅰ 145 0.7 144.3 10.6 // 古非p,良ヲk

12 同 ⅠⅠ 145 3.7,141.3 9 〟
13 伺 ⅠⅠⅠ 145 3 142 - 〝正月に出て.土用頃までつまる

14 井 ノ 河 145 1 144 9.9 泉

15 原 北 部 140 3.4 136.6 9.7 井戸

16 新 月 155 3.4 151.6 9.4 〟

17 大 世 故 小 撃 殺 138 0.5 137.5 10.1 泉

18 上 町 南 部 _ 139 1.6 137.5 9.2 井戸

19 同 北 部 139 3.1 135.9 10.3 〟
20 中 ノ 内 135 2.9 132.1 9.9 〟

21 下 戸 内 126 0-126 10.3 顔

22 大 佐 並 進 120 4.4 115.6 9.6 井戸

23 三 本 木 120 4.8 115.2 10.3 〟

舷
川
扇
状
地
に
於
け
る
地
下
水
と
文
化
恩
槻

望

四
三



第 三 駄 嚢

布班 場 併 テ柾枚高庇･iJTJ川舟縦庇･iIJJ探紘 考



舷
川
扇
状
地
芯
於
け
る
地
下
水
と
文
化
祭
楓

大
'
地
下
水
と
群
落
発
生

多
-
の
地
方
で
記
述
rD
れ
た
rJ
と

で
は
あ
る
が
､
此
の
地
域
に
於
て
79

湧
泉
地
帯
に
は
古

い
緊
蕗
が
あ
る
｡

特
に
山
麓
湧
泉
地
帯
に
は
､
石
器
時

代
か
ら
居
住
地
と
在
っ
て
ゐ
ね
乙
止

.r
ぎ
い･)

は
確
か
で
､
矢

細

工

や
州
を
越
し
た

そ
の
北
方
に
於
て
は
石
器
が
発
見
さ

れ
て
ゐ
る
｡
矢
細
工
の
地
名
が
す
で

に
を
rJ
か
ら
出
花
と
E
S
は
れ
る
｡
日

本
武
舎
御
東
征
の
線
路
は
此
虞
で
あ

ら
う
と
史
家
は
論
ず
る
｡
折
月
の
閏

に
日
和
湖
榊
社
が
あ
る
｡
を
rJ
に
は

育
碑
79
あ
る
.
道
路
79
欠
細
工
か
ら

折
月
に
通
ず
る
の
は
古
-
､
次
は
庭

坂
か
ら
原
､
上
ノ
町

へ
出
る
道
に
壁

つ
ヵ
o

層
状
地
湖
泉
地
帯
下
属
地
昔
は
千

年
か
ら
五
六
百
年
此
の
方
で
あ
る
｡

川
筑

四

五



地

球

節
十
八
番

多
-
在
っ
た
の
は
三
百
年
此
の
方
で
あ
る
が
こ
れ
等
l

つ
い
て
は
今
生
排
申
在
れ
ば
後
日
に
御
批
正
を
あ
は
ぎ

た

い
と
皿
ふ
｡

居
住
地
と
し
て
は
叔
後
ま
で
と
-
威
さ
れ
ね
の
が
北

虜
の
南
部
と
南
扇
の
上
屋
大
部
分
で
あ
る
｡
明
治
以
前

は

一
部
宜
刈
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
大
部
分
は
林
地

や
あ
れ
地
で
あ
っ
た
.
西
宜
場
の
祭
蕗
は
'
三
官
年
此

の
方
の
も
の
で
'
そ
れ
以
前
は
や
は
-
宜
刈
場
で
あ
っ

た
｡
然
し
此
の
蓮
は
大
し
て
地
下
水
は
深

い
乙
と
は
な

い
し
(
四
兼
任
)用
水
路
が
出
水
TtN
の
で
制
令
早
-
開
拓

す
る
こ
と
が
出
凍
hN
｡

明
治
十
九
年
此
の
地
域
に
梨
栽
培
が
起
っ
て
'
初
め

て

南
扇
の
上
屋
中
央
が
開
拓
さ
れ
'
居
住
地
と
在
っ

た
〇第

七
間
は
見
透
の
出
水
の
櫨
に
林
樹
で
園
は
れ
ね
家

屋
及
そ
の
群
を
黒
で
現
は
し
鼎
株
家
屋
の
分
布
筒
域

(

細
動
で
示
す
と
)
無
居
住
置
(
白
色
)と
の
界
線
は
､
次

の
方
法
に
依
っ
て
決
定
し
hN
｡
五
寓
分

1.
地
形
間
を
四

粍
四
方
即
ち
資
長
の
二
有
水
四
方
に
分
割
し
'
そ
の

一

節

1
蚊

買

四
大

桝

内

に

家

屋

の
あ

る

も

の

せ

強

い
も

の
と

は

分

け

て

､

そ
の
間

に

線

を
引

い

た

｡

出

水

上

っ
た

同

を

見

る
と

､

p-.､ソ ∇4.' ー-J■:~I貫< .-i :''◆::J .<i 三 .⊂主事て'～:.bl.-.F̀''..:.:

6̀r' ,L,-繋ミQ :0･.::.;.:!'.:...I:,I

･. ? ..'滞 fil& ,=.. 義 lュ:潤 ;

閲布介

湧

泉

地

帯

に

は

､

泉

を

中

心

と

し

て
集

村

の
磯

達

し

で

ゐ

る

の

が

目

を

引

-

し

下

屋

に

は

小

落

村

落

が

散

在

変

L

t

問

に

割

各

班

い
無

居

住
･峯
l間

を

威

し
て
ゐ
る
0

割
合
に
良
水
に
練
の
夜
い
こ
と
や
'
志
水
に
ょ
つ
て
張

っ
て
ゐ
る
蔀
等
が
'
此
の
如
き
形
腰
を
と
ら
せ
る
や
う

に
見
ら
れ
る
｡
上
扇
は
庶

い
塵
居
住
峯
間
の
中
に
黒
株

家
屋
の
散
在
せ
る
rJ
と
を
不
す
｡
地
下
水
は
影
響
rb
れ

ね
耕
地
歴
皆
の
踊
係
か
ら
散
村
の
形
態
を
不
し
た
と
云



ふ
乙
Jj
は
明
瞭
で
あ
る
｡
此
の
地
域
は
於
け
る
梨
栽
培

は
､
そ
の
管
排
の
都
合
上
各
梨
園
内
は
､
普
通
な
ら
番

小
屋
が
あ
る
の
で
あ
る
が
､
此
の
場
合
に
は
住
宅
を
兼

ね
で
ゐ
る
家
屋
を
有
せ
し
め
'
孤
立
荘
宅
の
春
す
る
地

域
夜
ら
し
め
ね
｡

･
七
'
地
下
水
と
人
口
密
度

前
項
に
於
て
見
カ
と
同
横
の
結
論
を
第
八
間
か
ら
も

原皮塞

讃
み
得
る
｡

此
の
間
は

玉
音
分

一
地

形
園
を
四
粍

剖
ほ
し
､
各

桝
内
の
家
屋

を
計
算
し
､

一
～
四

(
鮎

で
示
す
)､
五

-
九

(
租
横

線
)

一
〇

-

一
四

(密
横

松
川
扇
状
地
に
於
け
る
地
下
水
と
文
化
*

蝕

級
)

1
五
以
上
(
維
波
線
)
の
四
級
に
分
け
た
｡
斜
太
線

筒
は
家
屋
敷
の
計
算
が
出
水
ぬ
横
に
密
集
し
て
ゐ
る
部

分
を

ボ
す
｡
.rJ
れ
と
も
っ
て
人
口
密
度
を
代
表
せ
し
め

布
る
乙
と
は
言
ふ
す
6で
も
夜

い
○

湧
泉
地
帯
は
桝
密
で
下
扇
は
是

ほ
っ
ぎ
'
南
扇
の
上

屋
は
密
度
の
極
少
笹
に
在
っ
て
ゐ
る
｡
北
易
の
上
屋
は

地
下
水
の
保

い
た
め
に
極
め
て
翻
案
で
あ
る
｡

八
㌧
地
下
水
と
耕
作
景

地
下
水
の
機

5'協
泉
仙
骨
及
び
下
屋
地
帯
は
容
易
に

水
凪
化
す
る
乙
と
が
出
水
た
が
'
上
虜
で
は
用
水
溝
を

量
る
努
力
と
北
岡
と
を
必
要
と
し
た
の
で
'
神
々
容
易

で
は
夜
か
っ
た
｡
を
れ
で
湧
泉
地
先
の
上
方
は
畑

地
(

蘭
島
盆
地
に
於
け
る
畑
地
は
ほ
と
ん
ど
絶
て
が
桑
園
で

あ
る
)
と
し
て
利
用
ru
れ
た
が
地
下
水
面
深
度
十
米
以

上
の
地
域
は
長
ら
-
荒
地
'
草
地
､
林
地
と
し
て
居
住

客
間
か
ら
牧
-
残
さ
れ
て
ゐ
ね
の
で
あ
る
.

明
治
十
九
年
以
後
に
於
で
は
此
の
無
居
住
客
間
が
見

る
間
に
官
町
歩
も
集
積
し
た
梨
園
た
ら
し
め
宜
場
梨
と

し
て
密
偵
高
-
'
西
方
､
南
方
､
兼
方

へ
と
林
地
を
追

実

印
七



地

球

第

十

八

魯

払
縮
め
'

独
楽
の
桑
園
と
云
ヘ
ビ
も
'
比
の
梨
耕
作
と

比
し
て
は
､
極
め
て
低
慣
値
の
仕
事
な
の
で
､
梨
園
に

鼻
-
つ
㌧
あ
る
｡

北眉
の
上
屋
は
於
で
7P
此
の
現
象
が

見
ら
れ
る
｡
(第
九
固
参
照
)

九
､
緒

論

此
の
稿
は
於

ては
'
地
下
水
研
究
を
.記
述
し
'
併
せ

て
地
下
水
と
文
化
景
観
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
rJ

と
を
期
し
た
.
文
化
景
観
と
の
閥
係
に
放
て
'
地
下
水

保
圧
h
t取
っ
て
見
た
の
で
あ
る
が
､
温
度
と
の
踊
係
と

し
て
土
地
肥
沃
皮
の
問
題
を
考
察
す
る
と
興
味
あ
る
rJ

と
で
あ
る
に
ち
が
以
な

い
｡
史
は
騒
密
に
'
考

へ
る
な

ら
ば
'
水
を
土
地
瀦
度
や
'
飲
料
水
'
邪
用
水
､
湛
耽

ロ ボ田 血王四網目ヒ(約で合L') 瀞 等Lr圏 = 癖

土 地 分 強 固

用
水
と
国
別

L
t
飴
も
定

最
的
ほ
文
化

景
観
と
の
関

係
を
静
ず
べ

q
Jで
あ
る
が

末
だ
公
開
の

は
こ
び
に
い

た
ら
な

い
｡

(

完

)

最
新
蔑
見
の
京
都
市
街
固
金
界
風
に
就
て

藤

田

元

春

昭
和
七
年
五
月
二
十

一
p
二
､
三
.
三
日
間
京
都
市

来
洞
院
丸
太
町
下
ル
守
屋
奉
戴
氏
宅
に
於
て
蒐
減
晶
の

展
観
が
催

さ
れ
た
'
第

山
席
印
度
ガ
ン
ダ
ラ
石
碑
､
大

同
'
龍
門
､
天
龍
山
石
俳
'
六
朝
観
音
着
飾
'
壮
観
価


